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１．はじめに 

 ・なぜお墓を研究するのか？…墓は保守的な性質をもつ 

  →お墓を調べることで、当時の社会や被葬者の性質が把握可能となる。 

 ・王墓出現の基礎とは？ 

  →王墓出現以前の墓制（山陰では方形貼石墓（四隅墓含む））を基礎として出現 

  

２．縄文－弥生移行期に山陰に渡来した外来文化 

 ・山陰の弥生墓制の開始は？ 

→朝鮮半島南部の支石墓に系譜をもつ標石墓や木棺墓の登場。（弥生時代前期前半） 

※在地の縄文時代の墓制では認められない新しい墓制が山陰に伝播したことが契機 

 〇標石墓…石により埋葬範囲の区画及び埋葬施設の被覆（保護）が認められる墓 

 

３．王墓とは？ 

 ・山陰地方の王墓の特徴 

  →大型墳丘（四隅突出型）・副葬品（鉄器（鉄剣）+玉類）・施朱・墓上祭祀 

   ※後期前半以前の方形貼石墓（四隅突出型墳丘墓）が発展した様相をもつ 

 

４．弥生墳丘墓出現以前の墓制 

 ・標石墓の出現とその展開 

  →前期前半に山陰に伝播した標石墓はその形態が形骸化し、墓単独に伴う標石から埋葬小群を表

示する区画（配石）に変容する。 

 ・埋葬小群の強調とその背景 

  →血縁関係で構成された比較的規模の小さい集団単位の墓群から複数の出自集団で構成される墓

群へと変容する。 

   →複数出自集団から規制に基づき選択された被葬者集団が埋葬小群を構成する。 

＝標石墓は墓地構造の変化に伴い、区画配石へと変容する。 

   

５．弥生墳丘墓出現期の様相 

 ・墳丘墓の構築方法とその系譜 

  墳丘墓の出現…中期前半までに認められた埋葬小群の強調がさらに発達して成立 

 墳丘構築方法：「墳丘後行型」・「同時進行型」・「墳丘先行型」 

 →山陰出現期の墳丘墓は墳丘構築以前に墓壙が掘り込まれることを確認。 

 ＝標石墓などの弥生墓制の系譜上に墳丘墓が位置付けできる。 

  区画配石→貼石  墓壙上部の土饅頭→盛土 

   



令和元年度第２回いにしえ倶楽部連続講座 

６．王墓出現直前の様相 

・墳丘墓の構築方法の変化とその背景 

後期初頭頃に「墳丘先行型」の墳丘墓が出現 

  →墳丘墓上で葬送儀礼（墓上祭祀）が行われる。…墳丘の「舞台化」 

   ※墳丘斜面の貼石や四隅突出型墳丘墓の四隅は墳丘上部への通路として機能する。 

  →墳丘上での葬送儀礼の実施により、首長権力の維持や再生産（権力強化）を目論む 

   ※後期前半の山陰では王墓は出現しない。…権力の相対化が不十分？（威信材等） 

 

７．おわりに 
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